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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第93期
第３四半期
連結累計期間

第94期
第３四半期
連結累計期間

第93期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 11,501,385 17,494,573 19,651,317

経常利益 （千円） 1,487,401 2,542,185 3,075,701

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 1,184,084 1,782,738 2,281,700

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,396,093 2,024,572 2,532,381

純資産額 （千円） 22,004,494 24,728,511 23,140,781

総資産額 （千円） 33,925,370 34,340,059 33,714,875

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 78.71 118.50 151.67

潜在株式調整後

１株当たり四半期

（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 64.86 72.01 68.64

 

回次
第93期
第３四半期
連結会計期間

第94期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 55.49 48.19

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　なお、平成29年４月１日に連結子会社のヒラノ光音株式会社及び株式会社ヒラノエンテックは合併し、株式会社ヒ

ラノＫ＆Ｅに商号変更をしております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績は堅調であり、所得雇用環境の改善などを背景に個

人消費に持ち直しの動きも見え始め、景気は回復基調で推移しました。

　海外におきましても、米国の政策動向への懸念や高まる地政学的リスクなど懸念材料もありますが、米国では良

好な雇用情勢を背景に景気拡大傾向が維持され、欧州でも経済成長が継続いたしました。また、中国におきまして

も、高度な生産設備の導入などが加速し設備投資にも盛り上がりを見せ、総じて堅調に推移しております。

　このように、世界的に景気回復の兆しが堅調に現れるなか、当社グループは、「生産性の更なる向上」をスロー

ガンに、徹底した品質管理を行い、価値ある技術を創出し続けるべく、新しい提案や短納期への要望にも積極的に

取り組んでまいりました。

　スマートフォンや電気自動車関連市場への需要拡大に向け企業の設備投資意欲が高まっており、受注においても

電気・電子部材関連及びエネルギー関連分野向を中心として、高水準で推移いたしました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は17,494百万円（前年同期比52.1％増）となり、利益面では営業

利益は2,478百万円（前年同期比71.9％増）、経常利益は2,542百万円（前年同期比70.9％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は1,782百万円（前年同期比50.6％増）となりました。

　受注残高につきましては、30,905百万円（前期末比73.0％増）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

（塗工機関連機器）

　当セグメントは、二次電池向け電極塗工装置、光学機能性フィルム製造装置関連を中心に推移いたしました。

　その結果、売上高は8,003百万円（前年同期比67.3％増）となりました。また、セグメント利益は1,378百万円

（前年同期比178.1％増）となりました。

　受注残高につきましては、12,898百万円（前期末比30.1％増）となりました。

 

（化工機関連機器）

　当セグメントは、真空薄膜装置及び成膜装置を中心に推移いたしました。

　その結果、売上高は7,841百万円（前年同期比38.0％増）となりました。また、セグメント利益は1,366百万円

（前年同期比6.1％増）となりました。

　受注残高につきましては、17,114百万円（前期末比129.7％増）となりました。

 

（その他）

　当セグメントは、染色整理機械装置、各種機器の部品の製造及び修理・改造などを行っております。

　売上高は1,649百万円（前年同期比59.2％増）となりました。また、セグメント利益は399百万円（前年同期比

46.4％増）となりました。

　受注残高につきましては、891百万円（前期末比79.2％増）となりました。

 

(2) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた対処

すべき課題はありません。
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(4) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は、308百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

　当第３四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同期比（％）

塗工機関連機器 6,335,692 +59.6

化工機関連機器 6,105,587 +46.6

その他 1,160,619 +69.1

合計 13,601,899 +54.2

（注）１．金額は生産原価で、上記の内には外注生産によるものも含んでおります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

② 受注状況

　当第３四半期連結累計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前期末比（％）

塗工機関連機器 10,987,638 +18.7 12,898,687 +30.1

化工機関連機器 17,506,891 +189.9 17,114,908 +129.7

その他 2,043,385 +57.9 891,934 +79.2

合計 30,537,916 +84.1 30,905,530 +73.0

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

③ 販売実績

　当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同期比（％）

塗工機関連機器 8,003,927 +67.3

化工機関連機器 7,841,534 +38.0

その他 1,649,110 +59.2

合計 17,494,573 +52.1

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更及び新た

に生じたものはありません。

 

(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　資金需要

　当社グループの資金需要の主なものは、運転資金、法人税等の支払、設備投資、借入金の返済、配当金の支払

等であります。

　また、その資金は、主として自己資金により充当し、金融機関からの借入による資金調達を必要に応じて実施

することで金融費用を低減するよう努めております。

 

②　総資産

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ625百万円増加し、34,340百万円となりまし

た。以下において主な科目別に説明いたします。

 

（資産）

　流動資産は前連結会計年度末に比べ1,259百万円減少し、25,139百万円となりました。その主な要因は、売

上債権が640百万円、たな卸資産が325百万円それぞれ増加したこと、及び現金及び預金が298百万円、有価証

券が1,620百万円それぞれ減少したことによります。

　また、固定資産は前連結会計年度末に比べ1,884百万円増加し、9,200百万円となりました。その主な要因

は、投資その他の資産が1,889百万円増加したことによります。

 

（負債）

　流動負債は前連結会計年度末に比べ710百万円減少し、8,409百万円となりました。その主な要因は、1年内

返済予定長期借入金が162百万円、前受金が526百万円それぞれ減少したことによります。

　また、固定負債は前連結会計年度末に比べ252百万円減少し、1,202百万円となりました。その主な要因は、

長期借入金が319百万円減少したことによります。

 

（純資産）

　純資産は前連結会計年度末に比べ1,587百万円増加し、24,728百万円となりました。その主な要因は、親会

社株主に帰属する四半期純利益を1,782百万円計上したこと、配当金を436百万円支払ったこと、その他有価証

券評価差額金が222百万円増加したことによります。

 

(8) 経営者の問題認識と今後の方針について

　当第３四半期連結累計期間において経営者の問題認識と今後の方針について重要な変更及び新たに生じたものは

ありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成30年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,394,379 15,394,379
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 15,394,379 15,394,379 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 15,394,379 － 1,847,821 － 1,339,654

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　350,700
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　　15,036,800 150,368 －

単元未満株式 普通株式　　　　　6,879 － －

発行済株式総数 15,394,379 － －

総株主の議決権 － 150,368 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権10個）

含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式51株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ヒラノテクシード

奈良県北葛城郡

河合町大字川合101番地の１
350,700 － 350,700 2.28

計 － 350,700 － 350,700 2.28

（注）　当第３四半期会計期間末現在の保有自己株式数は350,783株です。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,786,126 10,487,415

受取手形及び売掛金 7,334,472 ※ 7,711,834

電子記録債権 265,890 ※ 529,113

有価証券 2,399,983 778,997

仕掛品 4,815,976 5,124,439

原材料及び貯蔵品 82,428 99,780

その他 717,398 412,079

貸倒引当金 △3,415 △3,801

流動資産合計 26,398,862 25,139,859

固定資産   

有形固定資産 3,952,232 3,965,171

無形固定資産 111,394 92,868

投資その他の資産   

投資有価証券 2,711,820 4,652,380

その他 540,564 489,780

投資その他の資産合計 3,252,385 5,142,160

固定資産合計 7,316,012 9,200,200

資産合計 33,714,875 34,340,059
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  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,924,696 2,364,939

電子記録債務 2,031,712 2,511,378

短期借入金 － 150,000

1年内返済予定の長期借入金 640,392 478,221

未払法人税等 489,489 339,874

前受金 2,125,160 1,599,009

賞与引当金 189,009 151,090

製品保証引当金 80,692 69,545

その他 638,494 745,458

流動負債合計 9,119,647 8,409,518

固定負債   

長期借入金 686,144 367,067

役員退職慰労引当金 90,540 74,315

退職給付に係る負債 549,874 525,793

資産除去債務 14,594 14,815

その他 113,293 220,039

固定負債合計 1,454,446 1,202,030

負債合計 10,574,094 9,611,548

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,847,821 1,847,821

資本剰余金 1,339,722 1,339,722

利益剰余金 20,068,060 21,414,528

自己株式 △407,646 △408,218

株主資本合計 22,847,958 24,193,854

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 504,665 726,709

退職給付に係る調整累計額 △211,842 △192,051

その他の包括利益累計額合計 292,823 534,657

純資産合計 23,140,781 24,728,511

負債純資産合計 33,714,875 34,340,059
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 11,501,385 17,494,573

売上原価 8,822,082 13,601,899

売上総利益 2,679,303 3,892,673

販売費及び一般管理費 1,237,426 1,413,855

営業利益 1,441,877 2,478,817

営業外収益   

受取利息 8,237 3,311

受取配当金 42,692 48,221

その他 24,404 34,680

営業外収益合計 75,334 86,213

営業外費用   

支払利息 6,054 5,987

売上割引 2,526 6,232

支払補償費 20,500 －

その他 729 10,625

営業外費用合計 29,810 22,845

経常利益 1,487,401 2,542,185

特別利益   

投資有価証券売却益 7,819 －

特別利益合計 7,819 －

税金等調整前四半期純利益 1,495,220 2,542,185

法人税、住民税及び事業税 227,056 749,750

法人税等調整額 84,080 9,697

法人税等合計 311,136 759,447

四半期純利益 1,184,084 1,782,738

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,184,084 1,782,738
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 1,184,084 1,782,738

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 188,609 222,043

退職給付に係る調整額 23,400 19,790

その他の包括利益合計 212,009 241,833

四半期包括利益 1,396,093 2,024,572

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,396,093 2,024,572

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第１四半期連結会計期間において、連結子会社でありましたヒラノ光音株式会社及び株式会社ヒラノエンテッ

クの２社は、連結子会社のヒラノ光音株式会社を存続会社とする吸収合併をし、株式会社ヒラノＫ＆Ｅに商号変

更をしております。このため、株式会社ヒラノエンテックは消滅会社となり、連結の範囲から除外しておりま

す。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権

　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日等をもって決済処理を

しております。なお、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形及び電子記録債権が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）

当第３四半期連結会計期間

（平成29年12月31日）

受取手形 －千円 30,000千円

電子記録債権 －千円 5,718千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日

至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日

至　平成29年12月31日）

減価償却費 225,744千円 234,678千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 180,527 12.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

平成28年11月11日

取締役会
普通株式 180,527 12.00 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金

（注）平成28年６月28日開催の定時株主総会決議の１株当たり配当額には、特別配当４円が含まれております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 240,703 16.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

平成29年11月10日

取締役会
普通株式 195,567 13.00 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 塗工機関連機器 化工機関連機器 その他

売上高     

外部顧客への売上高 4,784,565 5,681,158 1,035,661 11,501,385

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － －

計 4,784,565 5,681,158 1,035,661 11,501,385

セグメント利益 495,556 1,288,260 272,553 2,056,370

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計

全社費用（注）

2,056,370

△614,493

四半期連結損益計算書の営業利益 1,441,877

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 塗工機関連機器 化工機関連機器 その他

売上高     

外部顧客への売上高 8,003,927 7,841,534 1,649,110 17,494,573

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － －

計 8,003,927 7,841,534 1,649,110 17,494,573

セグメント利益 1,378,072 1,366,429 399,046 3,143,549

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計

全社費用（注）

3,143,549

△664,731

四半期連結損益計算書の営業利益 2,478,817

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 78円71銭 118円50銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 1,184,084 1,782,738

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
1,184,084 1,782,738

普通株式の期中平均株式数（株） 15,043,975 15,043,766

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　第94期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）中間配当については、平成29年11月10日開催の取締役会に

おいて、平成29年９月30日を基準日として、株主又は登録株式質権者に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

いたしました。

①　配当金の総額 195,567千円

②　１株当たりの金額 13円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成29年12月４日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成30年２月８日
 

株式会社ヒラノテクシード
 

取　締　役　会　御　中  

 

 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後　藤　紳太郎　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 南　方　得　男　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社ヒラノテクシードの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半
期連結会計期間（平成29年10月１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29
年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヒラノテクシード及び連
結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営
成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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